
 

No.49 享保の改革 
年    組 

氏名 

 

 

月   日（  ） 

 
 

 

／10問 

（   ）回目 

次の（    ）に当てはまる言葉をそれぞれ書きましょう。 

 

１ 江
え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

８代将
しょう

軍
ぐん

の（①     ）は、 

武士に質素・倹
けん

約
やく

を命じ、上
あ

げ米
まい

の制
せい

を定め 

たり、新
しん

田
でん

を開発したりして、幕府の財政を 

一時的に立て直した。これらの幕府政治の改 

革を（②        ）という。 

（①） 

２ （①）は、（③        ）という裁判の基準になる法律

を定めるとともに、（④     ）を設置して庶
しょ

民
みん

の意見を聞い

た。 

 

３ 農村に貨
か

幣
へい

経
けい

済
ざい

が広がると、自給自足に近かった生活が変化し、

土地を手放して（⑤     ）になる者や、都市に出かせぎに

出る者も多くなった。その一方で、土地を買い集めて

（⑥     ）になる者があらわれるなど、農民の間で貧
ひん

富
ぷ

の

差が拡大していった。 

 

４ 18 世紀ごろから、商品を買い集める問
とい

屋
や

が農民に布を織らせ、

製品を安く買い取る（⑦         ）という形態があら

われてきた。 

 

５ 19 世紀ごろから、大商人や 

地主が工場を建設し、人を 

やとって分業で製品を作る、 

右の図で示される ような 

（⑧          ）とい 

う形態があらわれてきた。 

 

６ 18世紀になると、農村では多くの村が団結して、領主に年
ねん

貢
ぐ

の

軽減や不正を働く代官の交代などを要求する（⑨     ）が

起こった。 

 

７  都 市 で は 、 米 の 買 い し め を し た 商 人 に 対 す る

（⑩        ）が起こった。 

 

【解答】 

 

① 徳
とく

川
がわ

吉
よし

宗
むね

 

② 享
きょう

保
ほう

の改
かい

革
かく

 

 

 

 

 

③ 公
く

事
じ

方
かた

御
お

定
さだめ

書
がき

 

④ 目
め

安
やす

箱
ばこ

 

 

 

⑤ 小
こ

作
さく

人
にん

 

⑥ 地
じ

主
ぬし

 

 

 

 

 

⑦ 問
とい

屋
や

制
せい

家
か

内
ない

工
こう

業
ぎょう

 

 

 

⑧ 工
こう

場
じょう

制
せい

手
しゅ

工
こう

業
ぎょう

 

（マニュファクチュア） 

 

 

 

 

⑨ 百
ひゃく

姓
しょう

一
いっ

揆
き

 

 

 

 

⑩ 打
う

ちこわし 

 徳川吉宗は、どのようなことを重視して

改革を行ったのか確認しよう。 


